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「
令
和
二
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
」

そ
の
火
事
を
　
防
ぐ
あ
な
た
に
　
金
メ
ダ
ル

〔
こ
の
機
関
紙
は
、
日
本
消
防
協
会
か
ら
の
援
助
に
よ
り
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
〕

岩
手
県
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
開
催
す
る

第
四
十
八
回

　

令
和
二
年
度
「
第
四
十
八
回
岩
手
県
消
防
殉
職
者
慰
霊

祭
」
が
去
る
九
月
二
十
四
日
（
木
）
岩
手
県
公
会
堂
に
お

い
て
、
ご
来
賓
・
ご
遺
族
並
び
に
消
防
関
係
者
百
二
十
名

が
参
列
さ
れ
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、岩
手
県
消
防
協
会
・
菊
池
一
人
副
会
長
（
北

上
市
消
防
団
長
）
の
開
会
の
こ
と
ば
の
後
、
岩
手
県
消
防

協
会
・
新
畑
鉄
男
業
務
執
行
理
事
（
二
戸
市
消
防
団
長
）

の
発
声
に
よ
り
殉
職
消
防
職
団
員
一
七
八
柱
の
御
霊
に
対

し
て
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
慰
霊
祭
の
祭
主
で
あ
る
岩
手
県
消
防
協
会
・

山
下
修
治
会
長
（
宮
古
市
消
防
団
長
）
が
祭
詞
を
述
べ
た

後
、
ご
来
賓
の
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
続
い
て
、
岩
手
県

市
長
会
・
谷
藤
裕
明
会
長
（
代
理
：
戸
羽
太
副
会
長
（
陸

前
高
田
市
長
））
よ
り
慰
霊
の
詞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
献
花
へ
と
移
り
、
参
列
者
の
皆
様
に
よ
る
献
花

が
行
わ
れ
、
岩
手
県
消
防
協
会
・
雫
石
眞
一
業
務
執
行
理

事
（
盛
岡
市
消
防
団
長
）
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
慰
霊
祭
が

滞
り
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
い
た

し
ま
し
て
、
式
典
を
縮
小
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
、
県
下
消
防
関
係
者
の
ご
参
列
と
、
盛
岡
市
消
防
団

女
性
消
防
団
員
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
挙
行
で
き
ま
し
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
三
十
八
回

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

第
三
十
九
回

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

　

日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
「
第
三
十
九
回
全
国
消
防

殉
職
者
慰
霊
祭
」が
去
る
九
月
十
七
日（
木
）ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
代
理
横
田
消
防
庁
長
官
を

は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
並
び
に
新
た
に
合
祀
さ
れ
た
御
霊

の
ご
遺
族
、
全
国
消
防
関
係
者
が
参
列
の
も
と
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
十
一
柱
の
御
霊
が
新
た
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
約
七
〇
〇
名
の
参
列
者

で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
約
二
〇
〇
名
へ
と
参
列
者
を
少
な
く
し
て
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
内
閣
総
理
大

臣
、
総
務
大
臣
及
び
遺
族
代

表
の
「
追
悼
の
こ
と
ば
」
が

あ
り
、
そ
の
後
参
列
者
に
よ

る
献
花
が
行
わ
れ
御
霊
の
安

ら
か
な
る
ご
冥
福
を
お
祈
り

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
日
本

消
防
会
館
で
挙
行
さ
れ
る
慰

霊
祭
と
し
て
は
最
後
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
は
山
下

会
長
、
全
国
消
防
殉
職
者
遺

族
会
簱
福
理
事
、
和
村
事
務

局
長
が
参
列
い
た
し
ま
し
た
。

令和 2年 10 月 20 日	 消　防　岩　手　（第 794 号）（1）



に
は
、
消
火
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
、地
域
の
安
全
は
、こ
う
い
っ

た
地
域
の
方
た
ち
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
感
動
し
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
地
域
の
消
防
団
は
、
震
災
時
、
十
一
名
も
の
方
が

命
を
落
と
し
、
最
後
ま
で
、
地
域
の
安
全
を
守
り
続
け
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
事
も
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
私
の
周
り
に
も
誰
か
消
防
団
の
方
は
い
な
い
の

か
気
に
な
り
、
父
に
聞
い
て
み
た
所
、
父
の
職
場
の
同
僚

の
中
に
も
消
防
団
の
方
が
い
て
、
消
防
団
は
本
当
に
身
近

　

東
日
本
大
震
災
、
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
、

あ
の
大
震
災
か
ら
、
私
た
ち
は
、
学
校
の
授
業
の
中
で
、

「
防
災
学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
地
域
で
何
か
災
害
が
お
こ
っ
た
時
、
様
々
な

人
間
が
活
動
し
、
地
域
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
警
察
や
消
防
士
、
自
衛
隊
な
ど
の
ふ
だ
ん
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で
知
る
方
た
ち
の
他
に
、
地
域
の
人
間

で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
消
防
団
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
消
防
団
に
つ
い
て
更
に
調
べ
て
み
る

と
、
消
防
団
の
方
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
仕
事
に
つ
き

な
が
ら
、
地
域
の
安
全
に
努
め
、
火
災
な
ど
が
お
き
た
時

第20回　全国中学生
『防火・防災に関する』作文コンクール

佳作入選作品紹介佳作入選作品紹介佳作入選作品紹介

大槌町立大槌学園
8 年

佐
さ

々
さ

木
き

  陽
ひ

  菜
な

『
一
つ
に
な
っ
て
、
地
域
を
守
る
』

　
第
20
回
全
国
中
学
生
「
防
火
・
防
災
に
関
す
る
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
全
国

か
ら
45
点
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
本
県
推
薦
の
大
槌
町
立
大
槌

学
園 

8
年 

佐
々
木
陽
菜
さ
ん
、
釜
石
市
立
釜
石
中
学
校 

一
年 

青
山
萌
華
さ
ん

の
二
名
が
佳
作
に
入
選
い
た
し
ま
し
た
。

な
存
在
だ
と
感
じ
、
親
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。
父
の
話
に

よ
る
と
、
そ
の
方
は
、「
地
域
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、

大
変
な
時
も
あ
る
け
れ
ど
、
入
っ
て
良
か
っ
た
。」
と
話

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
消
防
団
に
は
女
性
の
方
も
増
え
て
来
て

い
る
そ
う
で
す
。
火
に
関
わ
る
な
ど
の
危
険
な
役
割
は
難

し
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
介
護
や
看
護
、
食
事
の
お

世
話
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
活
動
を
し
、
地
域
を
支
え

て
い
る
女
性
団
員
の
皆
さ
ん
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
同

性
と
し
て
も
心
強
く
思
い
ま
し
た
。本
当
に
素
晴
ら
し
く
、

尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
防
災
学
習
や
父
か
ら
の
話
の
中
で
、
消
防
団
の

皆
さ
ん
の
活
動
や
、
考
え
方
な
ど
か
ら
、
人
と
し
て
も
自

分
が
成
長
で
き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
も
地
域

の
た
め
に
何
か
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
中
学
生
で
、
大
き
な
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
学
校
の

仲
間
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、
防
火
防
災
の
意
識
を
今
ま

で
以
上
に
高
く
し
て
、
地
域
の
安
全
を
皆
で
一
つ
に
な
っ

て
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
将
来
、
こ
の
か
け
が
え
の
な

い
故
郷
大
槌
の
た
め
に
、
町
民
の
一
人
と
し
て
、
地
域
の

一
員
と
し
て
、
消
防
団
に
入
り
、
私
も
活
動
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
災
害
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
の

が
一
番
で
す
が
、
最
近
の
天
候
不
順
に
よ
る
大
雨
が
原
因

で
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
被
災
時

に
活
動
す
る
消
防
団
の
意
義
を
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
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こ
ら
な
く
て
も
、
週
に
三
～
四
回
、
消
防
車
に
乗
っ
て
見

回
り
を
し
て
い
ま
す
。
消
防
車
の
「
カ
ン
カ
ン
」
と
い
う

音
が
聞
こ
え
る
と
、
弟
や
妹
、
私
で
外
に
出
て
、
消
防
車

に
乗
る
祖
父
と
叔
父
に
手
を
振
り
ま
す
。
い
つ
も
私
た
ち

の
地
域
を
見
守
っ
て
く
れ
る
姿
も
か
っ
こ
い
い
で
す
。

　

第
三
分
団
が
あ
る
地
域
は
、
九
年
前
の
東
日
本
大
震
災

で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
祖
父
た
ち
は
、
数
日
間

線
路
の
上
を
歩
き
続
け
て
、
支
援
物
資
な
ど
を
運
ん
だ
そ

う
で
す
。
震
災
か
ら
四
日
目
に
車
が
走
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
自
衛
隊
の
人
た
ち
が
来
て
く
れ
た
と
き
は
感
動
し
た

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
当
時
四
歳
だ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
に
大
変
だ
っ

た
の
か
は
、
想
像
す
る
と
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
私
の

妹
は
そ
の
時
０
歳
で
ま
だ
ミ
ル
ク
を
飲
む
年
だ
っ
た
の
で

　

私
の
祖
父
は
、
叔
父
と
一
緒
に
、
釜
石
市
消
防
団
の
第

三
分
団
の
第
一
部
で
消
防
団
員
を
し
て
い
ま
す
。
祖
父
は

二
十
六
歳
、
叔
父
は
二
十
一
歳
の
時
に
消
防
団
に
入
っ
た

そ
う
で
す
。
祖
父
は
、
第
三
分
団
第
一
部
の
部
長
で
す
。

　

母
の
話
だ
と
、
祖
父
は
普
段
は
朝
食
の
時
に
起
こ
し
て

も
起
き
な
い
の
に
、
火
事
の
放
送
が
な
り
、「
第
三
分
団

は
出
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と
放
送
さ
れ
る
と
、
飛
び
起
き

て
す
ぐ
に
外
に
出
る
そ
う
で
す
。
実
際
に
、
私
が
祖
父
の

家
に
泊
ま
っ
て
い
る
時
に
、
火
事
の
放
送
が
な
る
と
、
い

く
ら
く
つ
ろ
い
で
い
て
も
す
ぐ
に
走
っ
て
外
に
出
ま
す
。

そ
ん
な
祖
父
の
姿
は
何
回
見
て
も
か
っ
こ
い
い
と
思
い
、

心
の
中
で
い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

祖
父
た
ち
消
防
団
員
は
、
火
災
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、

消
防
士
の
消
火
活
動
の
手
伝
い
を
し
ま
す
が
、
火
災
が
起

釜石市立釜石中学校
1 年

青
あお

  山
やま

  萌
も

  華
か

『
街
を
守
り
続
け
る
祖
父
』

す
が
、
消
防
団
の
仲
間
が
私
た
ち
の
た
め
に
、
お
に
ぎ
り

を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
祖
父
や
分
団
員
の
人
た
ち
は
、
が
れ
き
を
集
め

て
燃
や
し
た
り
、
運
び
出
し
た
り
な
ど
の
作
業
も
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
私
達
家
族
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

人
た
ち
の
た
め
に
、
何
日
も
頑
張
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
い

た
と
き
は
、祖
父
た
ち
に
尊
敬
の
気
持
ち
が
芽
生
え
た
し
、

不
便
な
生
活
の
中
で
私
た
ち
地
域
住
民
を
生
か
す
た
め
に

努
力
し
続
け
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
三
分
団
は
、
松
原
公
園
の
隣
に
屯
所
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
イ
オ
ン
の
辺
り
ま
で
見
回
り
に
行
き
ま
す
。
九
年

前
、
津
波
に
飲
ま
れ
、
が
れ
き
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
街

は
、
今
で
は
道
路
が
整
備
さ
れ
、
新
し
い
建
物
が
で
き
て

い
ま
す
。
復
興
し
て
い
く
街
を
見
続
け
て
き
た
祖
父
は
、

な
じ
み
の
お
店
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
さ
び
し
そ
う
で
す

が
、
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
釜
石
の
街
を
見
て
、
嬉
し
そ

う
で
す
。
今
日
も
祖
父
と
叔
父
は
見
回
り
に
行
き
、
私
た

ち
の
地
域
の
安
全
と
、
復
興
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
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★
優
良
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
【
３
団
体
】

下
鵜
飼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
滝
沢
市
）

遠
野
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
遠
野
市
）

矢
巾
町
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
矢
巾
町
）

★
優
良
婦
人
消
防
協
力
隊
【
２
団
体
】

滝
沢
市
防
火
ク
ラ
ブ
等
連
絡
協
議
会

野
田
村
婦
人
消
防
協
力
隊

★
優
良
幼
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
指
導
者
【
２
名
】

遠
野
北
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

校
長 

後
藤 

良
子
（
遠
野
市
）

戸
田
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ 

園
長 

欠
畑 

哲
代
（
九
戸
村
）

（
表
彰
日
：
令
和
２
年
９
月
１
日
）

　

令
和
二
年
度
の
岩
手
県
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
会
長

表
彰
が
決
定
し
、
各
地
区
委
員
会
委
員
長
よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ

た
り
火
災
予
防
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
団
体
並
び
に
幼
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
の
育
成
指
導
に

あ
た
ら
れ
火
災
予
防
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
優
良
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
【
３
団
体
】

ひ
が
し
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
奥
州
市
）

鵜
住
居
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
釜
石
市
）

社
会
福
祉
法
人
め
ぐ
み
福
祉
会

　

め
ぐ
み
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
花
巻
市
）

岩
手
県
幼
少
年
婦
人
防
火

委
員
会
会
長
表
彰
決
定
す
る

岩
手
県
幼
少
年
婦
人
防
火

委
員
会
会
長
表
彰
決
定
す
る

令和2年度

優良幼年消防クラブ
「鵜住居幼稚園幼年消防クラブ（釜石市）」

優良少年消防クラブ
「矢巾町少年消防クラブ（矢巾町）」

優良婦人消防協力隊
「滝沢市婦人防火クラブ等連絡協議会（滝沢市）」

　
令
和
二
年
度
安

全
功
労
者
総
務
大

臣
表
彰
に
、
岩
手

県
婦
人
消
防
連
絡

協
議
会
副
会
長
で

雫
石
町
婦
人
消
防

協
力
隊
隊
長
の
櫻

小
路
孝
子
氏
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、

「
安
全
思
想
の
普

及
徹
底
又
は
安
全

水
準
の
向
上
の
た

め
、
各
種
安
全
運

動
、
安
全
の
た
め

の
研
究
、
も
し
く

は
教
育
又
は
災
害

の
発
生
の
防
止
も
し
く
は
被
害
軽
減
に
尽
力
し
、
又
は
貢

献
し
た
方
々
の
士
気
高
揚
を
図
る
」
と
い
う
目
的
で
、
消

防
職
団
員
以
外
の
個
人
・
団
体
を
受
賞
対
象
と
し
、
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、令
和
二
年
度
の
安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
は
、

個
人
二
十
五
名
、団
体
十
一
団
体
が
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

（
表
彰
日
：
令
和
二
年
八
月
四
日
付
）

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
櫻
小
路

　孝

　子 

氏

　
昭
和
五
十
年
、
雫
石
町
婦
人
消
防
協
力
隊
八
足

と
同
時
に
入
隊
、
平
成
元
年
、
同
協
力
隊
隊
長
に

就
任
し
、
各
事
業
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
毎

月
の
広
報
活
動
、
全
国
火
災
予
防
運
動
や
年
末
年

始
の
特
別
警
戒
活
動
で
は
自
ら
防
火
を
呼
び
掛
け

る
な
ど
、
豊
富
な
識
見
と
行
動
力
・
指
導
力
に
よ

り
会
の
育
成
発
展
を
通
し
て
、地
域
住
民
の
防
火
・

防
災
思
想
の
普
及
啓
発
に
尽
力
し
た
。

　
平
成
二
十
六
年
に
は
岩
手
県
婦
人
消
防
連
絡
協

議
会
副
会
長
の
要
職
に
就
き
、
災
害
時
に
お
け
る

技
術
習
得
の
た
め
救
急
救
命
講
習
会
の
推
進
及
び

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
及
び
共
同
購
入

活
動
を
構

築
す
る
な

ど
、
防
火
・

防
災
思
想
の

普
及
・
啓
発

と
地
域
の
安

心
・
安
全
な

街
づ
く
り
の

推
進
に
多
大

な
貢
献
を
し

て
い
る
。

（4）

住宅用火災警報器の共同購入について住宅用火災警報器の共同購入について

　火災から命を守る住宅用火災警報器（以下「住警器」という。）は、 平成18年６月１日から新築の住宅
に設置が義務付けられました。
　また、 既存の住宅については、 地域によって異なりますが、 平成23年６月１日からは全国どこで
も設置が義務付けられました。
　住警器は、 火災の発生をいち早く感知し、 警報を鳴らすことにより、住宅に住んでいる人が初期消
火や避難、 119番通報などの対応を迅速に行うことができ、 火災による被害を最小限に食い止めるこ
とが期待されており、 住宅における死者数は減少傾向にあります。
　ただし、 住警器は古くなると、 電子部品の寿命や電池切れなどで、 火災を感知しなくなることがあ
るため、 設置の義務付けから10年が経過しておりますので、 住宅用火災警報器の共同購入に岩手県
婦人消防連絡協議会として昨年度に引き続き今年度も一般財団法人岩手県防災保安協会のご協力を得
て県内同一の購入金額で取り組むことといたしました。

●購入金額
煙感知タイプ（単品、音声式）・・・2,700 円（税込）/１個　

　　＊ニッタン、能美防災、ホーチキ、パナソニック 製　　※メーカー指定はできません
煙感知タイプ（無線式連動型【親 器】、音声式）… 6,800 円（税込）/１個　
煙感知タイプ（無線式連動型【子 器】、音声式）… 6,300 円（税込）/１個　

　　＊能美防災、ホーチキ、パナソニック　製　　　　　　※メーカー指定はできません
●申 込 方 法…購入希望者は、各団体の代表者に申込書を提出、その代表者がまとめて、事務局（岩

手県婦人消防連絡協議会）へ直接又は郵送等（ＦＡＸ可）によりお申込みください。
●納入時期等…岩手県防災保安協会より、各団体の代表者等に通知いたしますが、納入まで数週間要

する場合もございますので、あらかじめご了承ください。

〈共同購入のメリット〉
　・個人個人で購入するよりも、メーカー・機種の選定などの手間が軽減。
　・高齢者でも安心して購入することができます。
　・高齢者世帯への取付け支援など、購入後の設置もご近所で協力。
　・交換時期がご近所で同時期になるため、交換もスムーズに実施。
　・共同で購入すれば、悪質販売の被害も防止。
　・地域全体の住宅防火対策になります。

岩手県立総合防災センター 利用のご案内について利用のご案内について
◇開館時間	 午前９時〜午後５時まで
◇休 館 日	 ⃝毎週月曜日（月曜日が国民の休日にあたる場合は翌日）
	 ⃝12月29日〜１月３日
◇入 館 料	 無料
◇利用申込	 	個人や少人数は随時入館できます。団体で見学又は防災教育訓練や研修を希望する場合

はあらかじめ、日時・人数などをご連絡下さい。

◇防災センターでは、町内会や事業所等における防災研修会、防災指導員が出向いて防災指導を行います。
　なお、実施に当っては、日程等の調整をさせていただきますので、お気軽にご相談ください。
※「出前講座」に係る経費の負担は一切ございません。（視聴覚教材等を使用する場合、機器の準備を
お願いすることがございます。）

　災害に対する備えの意識を高めてもらおうと、岩手県が防災指導車をリニューアルしました。「防災
そばっち号」には地震体験室が搭載されていて、震度2から7までの揺れを体験することができます。
申込みにつきましては、各消防本部を通してお問い合わせください。

　防災センターのご利用は

　出前講座を開設いたしました !!

　「防災そばっち号」運行開始しました !!

岩手県立総合防災センター
▪住所　矢巾町藤沢３−117−１　　▪TEL　019− 697− 7741
▪ FAX　019− 697− 3445　　▪E-mail　center ＠ iwate-bousai.jp
▪ URL　https://www.iwate-bousai.jp

平成３０年９月	 岩 婦 連 協 「 会 報 」	 第５４号

▲櫻小路孝子氏と猿子恵久・雫石町長

▲猿子恵久・雫石町長から授与される櫻小路孝子氏

令
和
二
年
度
安
全
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
に

岩
手
県
婦
人
消
防
連
絡
協
議
会
副
会
長
・
櫻
小
路 

孝
子 

氏 

が 

受
賞

令和２年９月	 岩 婦 連 協 「 会 報 」	 第５８号 （2）令和 2年 10 月 20 日	 消　防　岩　手　（第 794 号）（4）



◦
消
防
学
校
コ
ー
ナ
ー 

卒
業
展
示
訓
練
・
卒
業
式

第
六
十
六
期
消
防
職
員
初
任
教
育

　

去
る
十
月
八
日
（
木
）、
第
六
十
六
期
消
防
職
員
初
任
教

育
の
卒
業
展
示
訓
練
と
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
半
年
間
の
教
育

訓
練
を
受
け
た
六
十
二
名
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
御
来

賓
や
卒
業
生
の
御
家
族
な
ど
出
席
者
の
規
模
を
縮
小
し
て
行

い
ま
し
た
。
卒
業
展
示
訓
練
の
始
め
は
、
通
常
点
検
、
中
隊

訓
練
を
御
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
中
隊
訓
練
は
完
璧

な
訓
練
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
防
活
動
訓
練
及
び
火
災
想
定
訓
練
の
順
に
行

な
い
ま
し
た
。
消
防
活
動
訓
練
は
、
訓
練
塔
間
に
張
ら
れ
た

ロ
ー
プ
を
渡
る
渡
過
訓
練
、
高
所
か
ら
の
降
下
訓
練
、
登
は

ん
訓
練
、
応
急
は
し
ご
に
よ
る
上
階
か
ら
の
要
救
助
者
救
出

訓
練
、
続
く
火
災
想
定
訓
練
は
、
高
層
ビ
ル
火
災
を
想
定
し

た
消
火
、
救
助
及
び
救
急
活
動
の
総
合
訓
練
が
実
災
害
さ
な

が
ら
に
行
わ
れ
、
最
後
に
、
千
葉
総
代
が
御
家
族
の
皆
様
に

挨
拶
を
行
い
、
卒
業
展
示
訓
練
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
栗
澤
孝
信
校
長
か
ら
学
生
一
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
成
績
が
優
秀
で
修
習
生
活
態
度
が

他
の
学
生
の
模
範
と
な
っ
た
者
や
本
初
任
教
育
の
校
務
遂
行

に
功
労
が
あ
っ
た
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

	

◇
岩
手
県
知
事
賞	

佐
藤
　
捺
貴
（
花
巻
）

	

◇
岩
手
県
消
防
学
校
長
賞

	
	

小
水
内
佳
紘
（
遠
野
）

	
	

工
藤
　
翔
太
（
盛
岡
）

	
◇
岩
手
県
消
防
長
会
長
賞

	
	

伊
藤
　
翔
太
（
宮
古
）

	
	

関
　
　
真
人
（
釜
石
大
槌
）

	

◇
岩
手
県
消
防
学
校
校
友
会
長
賞

	
	

柴
田
　
悠
河
（
北
上
）

	
	

土
佐
　
颯
大
（
盛
岡
）

	

◇
岩
手
県
消
防
協
会
長
賞

	
	

藤
原
　
大
和
（
盛
岡
）

	

◇
岩
手
県
消
防
学
校
功
労
賞

	

　
　
　
　
　
総
代
　
千
葉
　
雄
平
（
北
上
）

　

そ
の
後
、
栗
澤
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
の
長
い
道
の
り
、

幾
多
の
障
害
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
洋
々
た
る
前
途
を
笑

顔
で
切
り
拓
い
て
欲
し
い
。
君
た
ち
に
は
そ
れ
が
で
き
る

と
信
じ
て
い
る
。
自
分
が
選
ん
だ
道
で
あ
り
、
選
ば
れ
し

「
消
防
士
」
で
あ
る
か
ら
。
県
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、

感
謝
さ
れ
る
消
防
士
で
あ
る
た
め
に
も
、
君
た
ち
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
と
健
闘
を
祈
り
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
知
事
（
代
理
・
藤
澤
修
総
務
部
総
合
防
災
室
長
）

が
「
こ
の
半
年
間
、消
防
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
お
い
て
更
に
研
さ
ん
を
重
ね
、
県
民

の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
職
務
に
精
励
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
告
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
山
下
修
治
岩
手
県
消
防
協
会
会
長
、
高
橋

昌
造
矢
巾
町
長
、石
井
健
治
岩
手
県
消
防
長
会
会
長
か
ら
、

祝
辞
や
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

謝
辞
で
は
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
千
葉
総
代
が
「
こ
れ

ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
教
官
・
講
師
の
方
々
、
家
族
、

苦
楽
を
共
に
し
た
同
期
、
全
て
の
人
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。消
防
人
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、

更
な
る
研
鑽
を
積
み
、
県
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守

り
、
先
輩
方
が
作
り
上
げ
て
き
た
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
よ
り
強
固
な
も
の
と
で
き
る
よ
う
精
進
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
。」
と
力
強
い
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
御
支
援
、
御
協

力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
の
御
指
導
に
つ
き
ま
し
て
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

消防活動訓練 火災想定訓練

表彰　岩手県知事賞		佐藤捺貴	氏（花巻）

栗澤校長式辞

令和 2年 10 月 20 日	 消　防　岩　手　（第 794 号）（5）
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◎本　　　社/盛岡市天神町13-27 Tel. 019-623-4364
◎二戸営業所/二戸市石切所字荷渡1-9 Tel. 0195-43-4100
◎奥州営業所/奥州市江刺八日町一丁目5-5-2 Tel. 0197-47-3464
◎宮古営業所/宮古市上鼻二丁目3-15 Tel. 0193-65-7080

実感してください！操法大会最適ホース。

NEWアスリート4／NEWアンカー4
第1～2線用　最適ホース 第3線用　最適ホース

互光商事株式會社創業
昭和22年

日本機械消防自動車
ジェットホース

各種消防用被服　消防団員袢纏
ホース洗浄機・乾燥機

トーハツ小型消防ポンプ
ジェットシューター

FV防火衣・ゴアテックス雨衣
屯所用ホース乾燥塔

代表取締役 玉 川 康 介

営業品目

互光商事株式會社創業
昭和22年

代表取締役 玉 川 康 介
本　　　社／紫波郡矢巾町広宮沢11-501-14
　　　　　　☎ 019-639-0505 ㈹

操法最適
トーハツ小型ポンプ
VC72プロⅢ
大型アルミ２基真空ポンプ付

有限会社文林商会

シバウラ小型消防ポンプ、ニッキ消防自動車
ホース乾燥塔　NAホスポール

操法用ホース販売、各種消防用機材及被服

営業品目

県知事許可（般－27）第6269号

代表取締役 吉田 良一
本　社╱一関市滝沢字鶴ケ沢7－59
　　　　TEL　0191－21－1119（代）

盛岡営業所╱盛岡市好摩字夏間木83－122
　　　　TEL　019－682－0800

三陸営業所╱上閉伊郡大槌町上町2－12
　　　　TEL　0193－42－8090

■盛岡営業所
〒020-0045　盛岡市盛岡駅西通 1-5-16

消防団員さんを
　　　　　ご紹介します
消防団員さんを
　　　　　ご紹介します

No.82

今月の 団
ダン

ディ さん

奥州市消防団　団員
（第1分団）

前  川  泰  喜さん

＊年齢：36歳
＊趣味・特技：音楽を聴くこと
＊一言：まだまだ若手なので頑張

ります

　10年ほど前に奥州市に来てしばらく経った頃、職場の当時の上司
に誘われて入団しました。入った当時は消防団というものが良く分
かっておらず、地元の人間でもないため、知らないことも多くあり
ましたが、様々な人と顔を会わせる機会が増え、今思えば良い経験
ができたと思っています。
　通常の消防活動以外にも、操法競技会やお祭りへの纏組としての
参加、まだほとんど参加できていませんが喇叭隊の活動など、様々
なことをさせて（させられて？）もらっています。
　私の分団の担当する地域は昔ながらの市街地で、かつては非常に
火災が多かったと先輩方から聞いておりますが、現在は年に数回あ
るかどうかというところです。そのため実際の消火活動の経験が不
足していると思うことが多く、実際にポンプ車等を動かす操法や訓
練の大切さを、最近は感じるようになりました。
　近年は全国的に自然災害も増えているため、いざというときにしっ
かり活動が出来るように、常に準備を心がけていきたいと思ってお
ります。

令和 2年 10 月 20 日	 消　防　岩　手　（第 794 号）（6）


